
○人材の養成に関する目的・ＤＰ・ＣＰの関連

ＤＰは人材養成に関する目的を達成するための目標
ＤＰの各「項目」の到達状況は，関連する各ＣＰに定める「資質・能力」の総和
によって測定（評価）される。

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につ
けている。

CP1-1：大学での学びに必要な知識・技能 授業の到達目標

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しよう
とする態度を身につけている。

CP1-2：教師に求められる基本的・社会的知識 授業の到達目標

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。 CP1-3：教師に求められる倫理観，人権意識 授業の到達目標

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけてい
る。

CP1-4：教師に求められる心身の健康維持 授業の到達目標

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。 CP1-5：教師に求められるコミュニケーション能力 授業の到達目標

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力
を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

CP2-1：人間としての在り方や生き方及び社会との関わり方への洞
察などを通じて人間性の基礎を培う。

授業の到達目標

CP2-2：人文科学，社会科学及び自然科学の基礎となる知識や方法
論を修得し，自ら課題を発見し解決する力の基礎を培うことを目
的とする。

授業の到達目標

CP3-1：知識を統合し，現代社会の諸問題を学問横断的に俯瞰する
ことができる能力を培う。

授業の到達目標

CP3-2：問題解決に際し必要な他者との協働・共存の在り方につい
て学ぶ。

授業の到達目標

共
通
基
礎
科
目

基
礎
教
養
科
目

現
代
的
教
養
科

目

ＣＰはＤＰを達成するための目標
ＣＰの各「項目」の達成は関連する各授業の「到達目標」の総和によって測定（評価）さ
れる。

学部の課程及び学科における人材の養成に関する目的

教員養成課程
 　現代の学校教育現場の多様な課題に対応できる豊かな人間性、幅広い教養、知性並びに専門的能力を持ち、子どもを深く理解し、北海道の地域特性を活かした教育実践を創造的に展
開する教員を養成する。



○ＣＰと到達目標の関連確認票 （札幌校）

（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法A △ 〇 〇 × × × × ×

日本国憲法B △ 〇 〇 × × × × ×

日本国憲法C △ 〇 〇 × × × × ×

体育ⅠA △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅠB △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅠC △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅠD △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅠE △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅠF △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅡA △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅡB △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅡC △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅡD △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅡE △ × △ 〇 〇 × × ×

体育ⅡF △ × △ 〇 〇 × × ×

情報機器の操作A 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作B 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作C 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作D 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作E 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作F-1 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作F-2 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作G 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作H 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作I 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作J 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作K 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作L 〇 △ × × × × × ×

情報機器の操作M 〇 △ × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*A × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*B × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*C × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*D × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*E × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*F × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*G × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅰ*H × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*A × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*B × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*C × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*D × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*E × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*F × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*G × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅱ*H × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅲ* × 〇 × × × × × ×

外国語（英語）Ⅳ* × 〇 × × × × × ×

外国語（ドイツ語）Ⅰ × 〇 × × × × × ×

外国語（ドイツ語）Ⅱ × 〇 × × × × × ×

外国語（フランス語）Ⅰ × 〇 × × × × × ×

外国語（フランス語）Ⅱ × 〇 × × × × × ×

外国語（ロシア語）Ⅰ × 〇 × × × × × ×

外国語（ロシア語）Ⅱ × 〇 × × × × × ×

外国語(中国語)ⅠA × 〇 × × × × × ×

外国語(中国語)ⅠB × 〇 × × × × × ×

外国語(中国語)ⅠC × 〇 × × × × × ×

外国語(中国語)ⅠD × 〇 × × × × × ×

外国語(中国語)ⅡA × 〇 × × × × × ×

外国語(中国語)ⅡB × 〇 × × × × × ×

外国語（中国語）ⅡＣ × 〇 × × × × × ×

外国語（中国語）ⅡD × 〇 × × × × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*A × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*B × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*C × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*D × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*E × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*F × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*G × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*H × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*I × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*J × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ*K × △ × × 〇 × × ×

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
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大
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で
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に
必
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ら
れ
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DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

共通基礎科目 外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*A × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*B × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*C × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*D × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*E × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*F × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*G × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*H × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*I × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*J × △ × × 〇 × × ×

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ*K × △ × × 〇 × × ×

倫理・人権A △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権B △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権C △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権D △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権E △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権F △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権G △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権H △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権I △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権J △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権K △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権L △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権M △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

倫理・人権N △ △ 〇 〇 △ ○ ○ ○

アカデミックスキルA 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルB 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルC1 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルC2 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルD 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルE 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルF 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルG 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルH 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルI 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルJ 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルK 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルL 〇 △ △ × △ × × ×

アカデミックスキルM 〇 △ △ × △ × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能
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P
1
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に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
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れ
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ら
れ
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わ
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じ
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な
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す
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す
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す
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DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

基礎教養科目 人文科学入門（心理学） 〇 〇 × × ×

人文科学入門（表象文化論） 〇 〇 × × ×

人文科学入門（伝統文化） 〇 〇 × × ×

人文科学入門（教育統計） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（学校図書館入門） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（北方文化論） 〇 〇 × × 〇

社会科学入門（日本社会史） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（歴史学） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（論理学） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（倫理学） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（政治学） 〇 〇 × × ×

社会科学入門（経済学） 〇 〇 × × ×

自然科学入門（身近な空気・大気・天気の科
学）

× 〇 × × ×

自然科学入門（生活の中の化学） × 〇 × × ×

自然科学入門（生物の世界） × 〇 × × ×

自然科学入門（数学基礎演習） × 〇 × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

現代的教養科目 心身健康管理学 × 〇 〇 × ×

アイヌ文化論 × 〇 × × ×

アイヌ語コミュニケーション × 〇 × × 〇

考古学 〇 × × × 〇

北海道スタディズ（北海道の生活文化E） 〇 △ × × 〇

環境健康論 〇 〇 〇 × ×

現代と社会 〇 〇 × × ×

現代と科学 〇 △ × × 〇

学校給食論 〇 × 〇 × ×

生活の科学 〇 × × × ×

子どもと社会教育 〇 △ 〇 × ×

教員になるためのキャリア形成 〇 〇 〇 × 〇

特別支援教育総論 〇 〇 × 〇

コミュニケーション実践 × 〇 × × ×

学校における子どもの健康管理 〇 〇 〇 〇 ×

環境教育基礎論 〇 △ × × 〇

金融教育 〇 × 〇 × ×

生きる 〇 △ × × ×

子ども・地域と防災(防犯)教育 △ 〇 〇 × 〇



○ＣＰと到達目標の関連確認票 （旭川校）

（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法AEFGH ○ ○ ○ × × △ × ×

日本国憲法BCD ○ ○ ○ × × △ × ×

体育ⅠA1H1 △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠA2H2 △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠB △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠCH3 △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠD △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠE △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠF △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅠG △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡA1H1 △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡA2H2 △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡB △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡCH3 △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡD △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡE △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡF △ ○ △ ○ ○ △ △ △

体育ⅡG △ ○ △ ○ ○ △ △ △

情報機器の操作A1 ○ ○ △ × △ △ × ×

情報機器の操作A2 ○ ○ △ × △ △ × ×

情報機器の操作B ○ ○ △ × ○ △ × ×

情報機器の操作C ○ × △ × × △ × ×

情報機器の操作D1 ○ × △ × × △ × ×

情報機器の操作D2 ○ △ △ × × △ × ×

情報機器の操作E ○ × △ × × △ × ×

情報機器の操作F2 ○ ○ △ × ○ △ × ×

情報機器の操作F1 ○ × △ × ○ △ × ×

情報機器の操作G ○ ○ △ × × △ × ×

情報機器の操作H1 ○ ○ △ × ○ △ × ×

情報機器の操作H2 ○ △ △ × △ △ × ×

情報機器の操作H3 ○ ○ △ × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰa ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰb ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰc ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰd ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰe ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰf ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰg ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅰh ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅱa ○ ○ × × △ △ × ×

外国語(英語)Ⅱb ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅱc ○ ○ × × △ △ × ×

外国語(英語)Ⅱd ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅱe ○ ○ × × △ △ × ×

外国語(英語)Ⅱf ○ ○ × × △ △ × ×

外国語(英語)Ⅱg ○ ○ × × △ △ × ×

外国語(英語)Ⅱh ○ ○ × × △ △ × ×

外国語(英語)Ⅲa ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲb ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲc ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲd ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲe ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲf ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲg ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅲh ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅳa ○ ○ × × ○ × × ×

外国語(英語)Ⅳb ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅳc ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅳd ○ ○ × × ○ ○ × ×

外国語(英語)Ⅳe ○ ○ × × ○ × × ×

外国語(英語)Ⅳf ○ ○ × × ○ △ × ×

外国語(英語)Ⅳg ○ ○ × × ○ × × ×

外国語(英語)Ⅳh ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠA1 ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠB ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠC ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠD1 ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠD2 ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠE ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠF1G1 ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠF2G2 ○ ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅠH ○ ○ × × ○ × × ×

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

共通基礎科目 外国語コミュニケーション（英語）ⅡA1 × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡB × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡC × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡD1 × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡD2 × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡE × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡF1G1 × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション（英語）ⅡH × ○ × × ○ × × ×

倫理・人権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アカデミックスキル A ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル C ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル D ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル E ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル F ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル G ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル H1 ○ ○ △ × ○ × × ×

アカデミックスキル H3 ○ ○ △ × ○ × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

基礎教養科目 人文科学入門（２０世紀の音楽） ○ ○ △ × ×

人文科学入門（器楽） ○ △ × × ×

人文科学入門(人文学４) × ○ × × ×

人文科学入門（短詩形文学） △ ○ × × ×

人文科学入門（人文学2） △ ○ × × ×

人文科学入門（書写入門） × ○ △ × ×

社会科学入門（地理学） × ○ × × ×

社会科学入門（財政と租税） ○ ○ × × ×

社会科学入門（世界と日本） △ ○ ○ × ×

社会科学入門（心理学） ○ ○ × × ×

自然科学入門（エネルギーと粒子） △ ○ △ ○ ×

自然科学入門（生活の科学） ○ ○ × × ×

自然科学入門（生命と地球） △ ○ × × ×

自然科学入門（統計学） × ○ × × ×

自然科学入門（技術を学ぶ） × ○ × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

現代的教養科目 アイヌ語Ⅰ ○ × × × ×

アイヌ語Ⅱ ○ × × × ×

へき地教育論Ⅰ ○ ○ ○ △ ○

へき地教育論Ⅱ ○ ○ ○ △ ○

北海道スタディズ（北海道の生活文化Ｅ） ○ △ × × ○

現代と社会Ⅰ ○ △ × × ×

現代と社会Ⅱ ○ × × × ×

現代と文化 ○ △ △ × ×

現代と科学 △ × × × ×

いじめ・不登校の研究 ○ △ ○ ○ ×

教育学入門 ○ ○ ○ △ ×

現代の音楽Ⅰ ○ × × × ×

現代の音楽Ⅱ ○ × × × ×

現代の美術Ⅰ ○ △ ○ × ×

現代の美術Ⅱ ○ △ ○ × ×

生涯学習概論 ○ △ ○ × ×

物理入門 △ × × × ×

現代と体育・スポーツ（武道とスポーツ） ○ × × △ ×

現代と体育・スポーツ（オリンピック文化
論）

○ △ △ × ×

現代と体育・スポーツ（スポーツ・パフォー
マンスとトレーニング）

○ × △ × ×

現代と体育・スポーツ（体育・スポーツへの
心理的アプローチ）

○ △ ○ △ ×

中国語と中国文化Ⅰ × × × × ×

中国語と中国文化Ⅱ × × × × ×

韓国語と韓国文化Ⅰ × × × × ×

韓国語と韓国文化Ⅱ × × × × ×

コミュニケーション実践 ○ ○ × △ ×

心身健康管理学 ○ △ ○ × ×

キャリア開発の基礎 ○ △ ○ △ △

金融教育 ○ × △ × ×

環境教育基礎論 ○ △ △ × ○

子ども・地域と防災（防犯）教育 ○ ○ ○ × ×

生きる ○ ○ △ × △



○ＣＰと到達目標の関連確認票 （釧路校）

（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法AC 〇 〇 〇 × × × × ×

日本国憲法BD 〇 〇 〇 × × × × ×

体育ⅠA* × 〇 × 〇 × × × ×

体育ⅠB* × × × 〇 × × × ×

体育ⅠC* × × × 〇 × × × ×

体育ⅠD* × 〇 × 〇 × × × ×

体育ⅡA* × 〇 × 〇 × × × ×

体育ⅡB* × 〇 × 〇 × × × ×

体育ⅡC* × 〇 × 〇 × × × ×

体育ⅡD* × 〇 × 〇 × × × ×

情報機器の操作a 〇 〇 × × × × × ×

情報機器の操作b 〇 〇 × × × × × 〇

情報機器の操作c 〇 〇 × × × × × ×

情報機器の操作ｄ 〇 〇 × × × × × ×

情報機器の操作ｅ 〇 〇 × × × × × ×

情報機器の操作ｆ 〇 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅠA* 〇 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅠB* 〇 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅠC* 〇 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅠD* 〇 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅡA* × 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅡB* × 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅡC* × 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅡD* × 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅢA* 〇 〇 × × 〇 × × ×

外国語(英語)ⅢB* × × × × × × × ×

外国語(英語)ⅢC* × 〇 × × × × × ×

外国語(英語)ⅢD* 〇 〇 × × 〇 × × ×

外国語(英語)ⅣA* × × × × × × × ×

外国語(英語)ⅣB* × × × × × × × ×

外国語(英語)ⅣC* × 〇 × × 〇 × × ×

外国語(英語)ⅣD* × 〇 × × 〇 × × ×

外国語(ドイツ語)Ⅰ* 〇 × × × 〇 × × ×

外国語(ドイツ語)Ⅱ* 〇 × × × 〇 × × ×

外国語(フランス語)Ⅰ* 〇 × × × × × × ×

外国語(フランス語)Ⅱ* 〇 × × × × × × ×

外国語(ロシア語)Ⅰ* 〇 × × × × × × ×

外国語(ロシア語)Ⅱ* × × × × × × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅠA* × × × × × × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅠB* 〇 〇 × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅠC* × × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅠD* × × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅡA* × × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅡB* × × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅡC* 〇 〇 × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語)ⅡD* × × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(ドイツ語)Ⅰ* 〇 × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(ドイツ語)Ⅱ* 〇 × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(フランス語)Ⅰ* 〇 × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(フランス語)Ⅱ* 〇 × × × 〇 × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(ロシア語)Ⅰ* × × × × × × × ×

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(ロシア語)Ⅱ* 〇 × × × × × × ×

倫理・人権 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ×

アカデミックスキル 〇 〇 × × × × × ×

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

基礎教養科目 社会科学入門 × 〇 × × ×

人文科学入門Ⅰa*（国語学） × × × × ×

人文科学入門Ⅰb*（国文学） × 〇 × × ×

人文科学入門Ⅱa*（日本史） △ 〇 × × ×

人文科学入門Ⅱb*（日本史） △ 〇 × × ×

人文科学入門Ⅲ*（歴史と人間） × 〇 × × ×

人文科学入門Ⅳa*（造形文化論） × 〇 × × ×

人文科学入門Ⅳb*（音楽文化論） × × × × ×

自然科学入門Ⅰa*（数学） × 〇 × × ×

自然科学入門Ⅰｂ*（数学） × 〇 × × ×

自然科学入門Ⅲa*（化学） × 〇 × × ×

自然科学入門Ⅲb*（数学） × 〇 × × ×

自然科学入門Ⅳ*（地学） △ 〇 × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

DP5：現代の学校教育現場の多様な課題を理解し，適切な対応を考えることができる。

ＤＰ

DP1：教員としての豊かな人間性,幅広い教養と知性,主体的に学び続ける姿勢を身につけている。

DP2：教職における使命感や責任感，倫理観，教育的愛情をもって子どもを理解しようとする態度を身につけている。

DP3：教育に関する専門的知識及び技能を身につけている。

DP4：教育に関する理論及び方法を活かし，教育実践を展開する基礎を身につけている。

北
海
道
の
地
域
特
性

DP6：学校づくりを担う一員としての役割を理解し，社会性やコミュニケーション能力を養い，地域等と連携・協働する態度を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能

C
P
1
-
2
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
社
会
的
知

識 C
P
1
-
3
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観
，
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
心
身
の
健
康
維
持

C
P
1
-
5
：
教
師
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ䣻

ニ
ケ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：
人
間
と
し
て
の
在
り
方
や
生
き
方
及
び
社

会
と
の
関
わ
り
方
へ
の
洞
察
な
ど
を
通
じ
て
人
間
性
の
基

礎
を
培
う䣎

C
P
2
-
2
：
人
文
科
学
，
社
会
科
学
及
び
自
然
科
学
の

基
礎
と
な
る
知
識
や
方
法
論
を
修
得
し
，
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
力
の
基
礎
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る䣎

C
P
3
-
1
：
知
識
を
統
合
し
，
現
代
社
会
の
諸
問
題
を

学
問
横
断
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
培
う䣎

C
P
3
-
2
：
問
題
解
決
に
際
し
必
要
な
他
者
と
の
協

働
・
共
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ䣎

現
代
の
学
校
教
育
現
場
の
多
様
な
課
題

子
ど
も
を
深
く
理
解

現代的教養科目 現代の科学と思想Ⅰa*(情報技術とその活用) 〇 × × × ×

現代の科学と思想Ⅰb*(野外教育論) × × × × ×

現代の科学と思想Ⅱ*(教育学) × 〇 × × ×

現代の科学と思想Ⅲ*(NIE) 〇 × × × ×

現代の科学と思想Ⅳa*(食育・食農教育論) 〇 〇 〇 × ×

現代の科学と思想Ⅳb*(保全学) 〇 〇 × × ×

現代の科学と思想Ⅴ*(思想文化論) 〇 × × × ×

現代の科学と思想Ⅵ*(現代芸術文化論) 〇 〇 × × ×

現代の科学と思想Ⅶ*(経済学) 〇 〇 × × ×

子ども・地域と防災（防犯）教育 〇 〇 〇 × ×

心身健康管理学 〇 × 〇 × ×

キャリア開発の基礎/教員になるためのキャ
リア形成

× 〇 × × ×

金融教育 〇 × × × ×

コミュニケーション実践 〇 〇 × × ×

生きる 〇 〇 × × ×

地域文化論Ⅰ*(へき地教育論) 〇 〇 × 〇 〇

地域文化論Ⅱ*(北海道の自然) 〇 〇 × × 〇

地域文化論Ⅲ*(アイヌ語・アイヌ文化) 〇 〇 × × 〇



○同一・複数開講の授業科目の到達目標と成績評価基準の状況確認票 （札幌校）

（凡例）

該当している：○

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法 〇 〇

体育Ⅰ 〇 〇

体育Ⅱ 〇 〇

情報機器の操作 〇 〇

外国語（英語）Ⅰ 〇 〇

外国語（英語）Ⅱ 〇 〇

外国語(中国語)Ⅰ 〇 〇

外国語(中国語)Ⅱ 〇 〇

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ 〇 〇

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ 〇 〇

倫理・人権 〇 〇

アカデミックスキル 〇 〇

備　　考

左
記
以
外

到
達
目
標

成
績
評
価
の
方

法
・
基
準

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

※ 全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
※

左
記
以
外

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

※ 全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
※



○同一・複数開講の授業科目の到達目標と成績評価基準の状況確認票 （旭川校）

（凡例）

該当している：○

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法 ○ ○

体育Ⅰ ○ ○

体育Ⅱ ○ ○

情報機器の操作 ○ ○

外国語（英語）Ⅰ ○ ○

外国語（英語）Ⅱ ○ ○

外国語(英語)Ⅲ ○ ○

外国語(英語)Ⅳ ○ ○

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ ○ ○

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ ○ ○

アカデミックスキル ○ ○

到
達
目
標

成
績
評
価
の
方

法
・
基
準

備　　考

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

※ 全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
※

左
記
以
外

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

※ 全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
※

左
記
以
外



○同一・複数開講の授業科目の到達目標と成績評価基準の状況確認票 （釧路校）

（凡例）

該当している：○

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法 〇 〇

体育Ⅰ 〇 〇

体育Ⅱ 〇 〇

情報機器の操作 〇 〇

外国語（英語）Ⅰ 〇 〇

外国語（英語）Ⅱ 〇 〇

外国語（英語）Ⅲ 〇 〇

外国語（英語）Ⅳ 〇 〇

外国語コミュニケーション（英語)Ⅰ 〇 〇

外国語コミュニケーション（英語)Ⅱ 〇 〇

到
達
目
標

成
績
評
価
の
方

法
・
基
準

備　　考

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

※ 全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
※

左
記
以
外

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

※ 全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る
※

左
記
以
外


